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1. はじめに 

 近年, 医療現場において画像を用いた類似症例検索

手法の検討が広くおこなわれている[1]. 本研究では類

似症例検索システムの提案を前提に, MRI により撮影さ

れた三次元脳画像の低次元特徴表現を抽出する. 深

層 学 習 手 法 3DCAE を 用 い た 特 徴 抽 出 器 に よ り

4,915,200 次元の入力から 150 次元に圧縮した特徴表

現を獲得した. 

2. データセットと前処理 

 データセットとして Alzheimer’s Disease Neuroimaging 

Initiative (ADNI)[2]を使用した. 各画像には診断結果よ

りラベルが付与されており、本研究における特徴抽出器

の構成には健全(Normal) 146 例とアルツハイマー型認

知症(Alzheimer’s Disease, AD) 112 例の計 258 例を使

用した. 本データセットには Multi-atlas Label Fusion 

Method[3]を用いた前処理を施し, 撮影画像から頭蓋

骨の除去と同時に個人差の大きい各患者の脳の形状

や大きさを整形することで病変によるもの以外の特徴さ

を最小のものとしている. また, 学習時には 255 階調の

輝度値を正規化して利用した. 

3. 特徴抽出手法 

3.1. Convolutiona Autoencoder による特徴抽出 

 本研究では, Convolutional Autoencoder（以下 CAE）

[4] を用いた次元圧縮により低次元特徴表現を獲得す

る. CAE は入力を圧縮する encoder とそれを復元する

decoder から構成され, 出力値が入力値と等しくなるよう

に学習を行う. また, encoder, decoder それぞれに畳み

込み層を用いることにより高い画像認識力を有し, さら

に 3 次元入力直接処理することでスライス処理などの情

報欠損に繋がる前処理を行うことなく 3 軸方向の空間情

報を加味した特徴抽出を行った. 

3.2. 実験条件と評価手法 

 学習した CAE にデータを入力し, 復元結果を専門医

が診断に利用できるかどうかんの観点で評価を行った. 

入力には学習に使用したデータのみではなく, 学習に

使用していない別の病気グループのデータも用いて検

証することで CAE の汎化性能を確認した.  

4. CAE による復元結果 

図 1 は CAE の学習に使用したデータを, 図 2 は学

習に使用していないデータをそれぞれ 150 次元に圧縮, 

復元した結果の一部断面である. 

 

 
図１．学習に使用したデータの復元結果 

 

 
図 2．学習に使用していないデータの復元結果 

 

図 1 と図 2 より, 入力画像と類似した復元画像が得ら

れ, さらに未知なデータの画像特徴も捉えられており, 

設計した CAE は汎化能力を有することが確認された. 

データの低次元表現獲得は識別, 回帰, クラスタリング

などの手法において極めて重要な要素である. 本実験

結果ではおよそ 500 万次元の脳 MRI 画像を専門医が

診断に用いる特徴を保持したま 150 次元に圧縮するこ

とができた. 

5. 今後の課題 

 特徴抽出器のさらなる改善を試みると共に, 抽出した

特徴を用いた分類手法の検討を行う. 
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